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はじめに

『地区防災計画』 は、平成25年に災害対策基本法の改正により創設された制度です。

我が国の防災計画は国レベルの防災基本計画と都道府県及び市町村レベルの地域防災

計画があり、それぞれのレベルで防災活動が実施されています。

一方で、東日本大震災において、自助、共助及び公助がうまくかみあわないと大規模広域

災害後の対策がうまく働かないことが強く認識されました。

市町村の行政機能が麻痺するような大規模広域災害が発生した場合には、まずは自分自

身で自分の命や身の安全を守ることが重要であり、その上で、地域コミュニティでの相互の

助け合いが重要となってきます。

その教訓を踏まえて、平成25年の災害対策基本法改正では、地域コミュニティにおける

共助の推進のために「地区防災計画制度」が新たに創設されました。

地区防災計画は、地域住民が主体となって作成し、行政に提案する計画であり、従来の国

→都道府県→市町村のトップダウン型であった防災計画に、地域特性や現況をよく知る住民

主体のボトムアップ型を加え、地区の防災力を強化していこうとするものです。
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地区防災計画作成のイメージ （出典：内閣府 「地区防災計画ガイドライン」）

地区防災計画とは

潮江南地区では、地域の防災活動をより一層向上させるため、令和２年度から『潮江南地

区防災計画』の策定を開始しました。

計画策定に当たっては、潮江南防災連合会が主体となり、潮江南地区の住民や、潮江南小

学校の教員・児童、高知市など多くの方の参加を得ながら、現状の確認、課題の見直し、そし

て課題解決に向けた具体的事業案の検討などの取り組みを行い、事前にできることや今後

取り組んでいくことなどを計画として落としこみました。

また、特定のアドバイザーとして、高知大学地域協働学部の大槻知史教授らにご参加いた

だき、アドバイスをいただきました。

第 １ 章



潮江南地区防災計画は、潮江南地区に住む地域住民が考える『自分のまちで災害が起き

たときの行動やその事前の備えについての計画』になります。
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潮江南地区防災計画とは

1. 潮江南地区防災計画のポイント

この計画のポイントは、内容を『まちに住んでいるみんなで考えた』という点にあり、想定

される災害に対して、地域の特性や実情に応じた計画であること及び今後における地域の

課題やその解決策を整理することで、防災活動の指針となることから、地域全体における自

分たちで災害に備える力や住民同士で助け合う力の向上に繋げていくことを目的としてい

ます。

本計画策定にあたり、まず、令和2年4月から潮江南地区の現状や課題に関する情報収集

を目的として、無作為に抽出された校区内の住民1,300人および潮江南小学校にもご協力

いただき、保護者の方々にもアンケート調査を実施し、446人の方から回答をいただきまし

た。

次に、より多くの意見収集及び今後の計画策定に参加する住民を増やすことを目的とし

て、地域に対する意見を自由に出し合うワークショップ『第１回潮江南地域フォーラム（令和２

年10月25日開催）』を行いました。

その後、アンケート調査や第１回潮江南地域フォーラムで出てきた意見を踏まえて、潮江南

地区における課題やその解決のために今から何をするべきか、またそのために何を行って

いくべきか、という具体的な計画の内容を検討するために、『第2回潮江南地域フォーラム

（令和３年10月24日開催）』・『第3回潮江南地域フォーラム（令和4年8月7日開催）』・『検討

会（令和4年11月29日開催）』を行いました。

最後に、アンケート調査や各ワークショップで出た課題や意見を踏まえ、地区の防災計画

をまとめた本冊子の最終確認のため、最終検討委員会（令和5年1月17日開催）』を行い、策

定に至りました。検討経緯の詳細については、『第6章検討経緯』をご参照ください。

2. 潮江南地区防災計画の策定経緯

第 １ 章 はじめに
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次の章からは、潮江南地区における防災面での課題やそれに対する取り組み及び備えに

ついて紹介をしていきます。

第 １ 章 はじめに

３. 潮江南地区のコンセプト

潮江南地区をどういう“まち”にしたいかというコンセプトは、『みんながハッピーで笑顔あ

ふれる未来のまち』になります。

潮江南地区では、６つの柱 （「子どもたち（地域）の学習・生活支援」「環境整備（自然）」「地

域住民の健康増進」「地域安全」「地域コミュニティの強化」「地域防災の取り組み」）を軸とし

て、基本目標（「文化や伝統を大切にするまち」「安心して住み続けられるまち」「子どもから

大人まで地域で支え合うまち」）の達成、そして、『みんながハッピーで笑顔あふれる未来のま

ち』の実現に向けて、地域の各種団体の連携による事業展開を進めていきます。



第 ２ 章 潮江南地区における災害に向けた備えと対策

第１節 住宅の倒壊対策・家具転倒防止

高知県が平成25年５月に公表した「南海トラフ巨大地震による被害想定」によると、高知

市における地震及び津波などによる建物被害は、半壊と全壊を合わせて約104,000棟の

倒壊が想定されています。特に、揺れによる建物の全壊・半壊棟数は、全体のおよそ６割を

占めており、揺れによる建物被害が大きいと予想されています。

しかし、建物の耐震化など揺れへの対策を行うことで、全壊被害を６分の１以下にまで

減少させることが可能です。
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全体棟数（棟） 半壊棟数（棟）

現状 対策後 現状

液状化 ３４０ - 1,400

揺れ 32,000 5,000 29,000

急傾斜地崩壊 260 - 230

津波 16,000 - 22,000

地震火災 2,800 - -

合計 52,000 5,000 52,000

被害の要因

高知市における地震及び津波による建物被害の想定（出典：「南海トラフ巨大地震による被害想定（資料２）」）

※四捨五入の関係で合計が合わない場合があります。

現状 対策後

死者数
（人）

負傷者数
（人）

死者数
（人）

負傷者数
（人）重傷者数

（人）
重傷者数

（人）

建物の崩壊 2,100 11,000 6,300 270 3,000 1,700

急傾斜地崩壊 40 40 20 - - -

津波 10,000 840 290 590 0 0

火災 280 200 60 - - -

ブロック塀等の倒壊 若干数 若干数 若干数 - - -

合計 12,420 12,080 6,700 860 3,000 1,700

被害の要因

同様に、高知市では、約12,420人の死者、約12,080人の負傷者が出ることが

想定されています。そして、死者のほとんどは津波が被害の要因となっていますが、負傷者・

重傷者の約９割は建物の倒壊が被害の要因となると想定されています。

しかし、下表のとおり、建物の倒壊対策を行うことで、死者数は１割程度に、負傷者数は３

割以下に減少させることができると考えられています。

これらのデータから、建物の耐震化等の事前の揺れ対策は、災害時に命を守ることに非常

に効果があることが分かります。

高知市における地震及び津波による建物被害の想定（出典：「南海トラフ巨大地震による被害想定（資料２）」）

※四捨五入の関係で合計が合わない場合があります。
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第 ２ 章 潮江南地区における災害に向けた備えと対策

事前にできる揺れ対策の例として、家具の転倒防止や住宅の耐震化が挙げられます。

令和２年度に潮江南地区に居住する住民を対象にアンケート調査を行い，その中で、自宅

の家具転倒防止対策および耐震化に関する調査も行いました（詳細は、第8章 補足資料「潮

江南地域に関するアンケート」 参照）。

家具の転倒防止については、『できている』 または 『一部できている』 という回答が全体

の46％なのに対し、『できていない』 『やりたいけどどうしたらいいかわからない』 『これか

ら行う予定』 との回答が51％と半数を超えました。

住宅の耐震化についても、同様に 『できていない』 『やりたいけどどうしたらいいかわか

らない』 『これから行う予定』 との回答が54％と、対策ができていないと考えられる回答が

半数以上を占めました。

潮江南地区の住民を対象とした揺れ対策に関するアンケート結果（令和２年度実施）

高知市では、家具の固定についての補助制度や耐震診断・耐震化についての補助金など

の制度が用意されています。こうした制度の周知・活用が、事前の揺れ対策の助けになりま

す。各補助制度・補助金の詳細については、高知市ホームページを参照しましょう。

家具の転倒防止対策はできていますか？ ご自宅の耐震化はできていますか？

【家具等の転倒防止対策について】（高知市地域防災推進課ホームページ）

https://www.city.kochi.kochi.jp/soshiki/12/kagutentoubou
si.html

【住宅の耐震化・耐震診断について】（高知市建築指導課ホームページ）

https://www.city.kochi.kochi.jp/soshiki/58/whtaishinkaisyu
2905.html

https://www.city.kochi.kochi.jp/soshiki/12/kagutentoubousi.html
https://www.city.kochi.kochi.jp/soshiki/58/whtaishinkaisyu2905.html


第 ２ 章 潮江南地区における災害に向けた備えと対策

第２節 津波避難の考え方と津波避難場所

今後３０年以内に約７０～８０％、４０年以内に約９０％の確率で発生するとされている南海

トラフ地震では、発生した場合、高い確率で津波も発生すると想定されていますが、津波から

の避難は、できるだけ早く、少しでも高いところへ逃げることが基本となります。

地震発生時は、建物被害等による逃げ遅れや、道路被害等による避難速度の低下など、

様々な状況が想定されます。そのため、より安全な避難行動を行うにあたっては、事前に複数

の津波避難場所を検討しておくことが重要です。

潮江南小学校区内の緊急避難場所は、大きく分けると、筆山や鷲尾山、宇津野などの自然

地形の高台と高知市が指定した津波避難ビルがあります。ただし、逃げ遅れた場合には、最後

の手段として、指定されたビル以外の建物など、少しでも高いところへ逃げる必要もありま

す。

潮江地区では広域的な地盤変動により地盤が沈下し、浸水が長期化するおそれがあるた

め、筆山などの自然地形の高台への避難は、長期浸水による孤立者を減らす対策にも繫がり、

指定避難所である土佐塾中学・高等学校への移動も可能になります。

ただし、潮江南小学校区における自然地形の高台では、高知県が定める急傾斜地崩壊危険

区域に指定されていることから、がけ崩れや地すべりなどの土砂災害の危険が考えられる場

所もあるため、避難場所の確認を行う必要があり、また、地区における津波避難ビルの数を増

やすことも望まれます。
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【緊急避難場所・避難所の定義】

 避難所とは

災害によって自宅が全壊した場合や水や電気などが使用できない場合に、一定期間
生活を送る建物等のことです。潮江南小学校区では、潮江南小学校と土佐塾中学・高等
学校の２か所が指定されています。

 緊急避難場所とは

津波などから一時的に避難し、身の安全を確保するための自然地形の高台や
津波避難ビルなどを言います。

緊急避難場所を選定するにあたっては、津波浸水の予測時間や浸水の方向、津波避難場

所までの距離などを考慮する必要があります。潮江中学校区内で想定される津波遡上と避

難行動の方向を次ページの図に示しています。

津波避難ビル

頑丈な高いビルなど、
津波から避難できる建物

自然地形の高台

山の上など、川や海から
離れた高い場所



第 ２ 章 潮江南地区における災害に向けた備えと対策

9

潮江中学校区で想定される津波遡上と避難行動の方向（出典：高知市「潮江南小学校区津波避難計画書」）

津波からの避難については、津波浸水予測時間の想定から避難行動の根拠となる「避難

可能時間」と「避難可能距離」が算出できます。

平成26年度に策定された「潮江南小学校区津波避難計画書」の考え方に基づくと、潮江

南地区の「避難可能時間」と「避難可能距離」は以下（P.9～１１）のように算出されます。

津波浸水予測時間の設定（出典：高知市「潮江南小学校区津波避難計画書」）
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避難開始までに必要な時間 +高所への移動時間 A= 10 ＋ ５ 分

津波浸水予測時間 B=40分 避難可能時間 C=25分

避難速度 0.6（ｍ／秒）

移動可能距離 L=0.6×25×60＝900ｍ

移動可能範囲の円(半径） Ｒ＝900/1.5 ＝600ｍ

※ 子どもや成人、高齢者、障がい者などによって移動可能距離に差があります。

（道のり）

（直線距離）* ＊ : 津波避難実態調査による
避難距離と直線距離の比

避難可能距離の算出について（出典：高知県 「地域津波避難計画点検マニュアル」 ）

自然の高台まで避難可能な範囲（ピンクで囲まれた部分）を示したもの

自然地形の高台への避難

自然地形の
高台への避難路
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避難開始までに必要な時間 A=10分 津波浸水予測時間 B=30分

高所への垂直避難 D=５分 避難可能時間 C=15分

避難速度 0.6（ｍ／秒）

移動可能距離 L=0.6×15×60＝540ｍ

移動可能範囲の円(半径） Ｒ＝540/1.5＝360ｍ

※ 子どもや成人、高齢者、障がい者などによって移動可能距離に差があります。

避難可能距離の算出について（出典：高知県 「地域津波避難計画点検マニュアル」 ）

＊ : 津波避難実態調査による
避難距離と直線距離の比

（道のり）

（直線距離）

各津波避難ビルまで避難可能な範囲（円で囲まれた部分）を示したもの

避難ビル等への避難

潮江南小学校

第２六泉寺ビル

高知河川国道事務所

新高産業社屋

360ｍ

360ｍ

360ｍ

360ｍ

360ｍ

360ｍ

360ｍ

Balcony8南の丸

高知県トラック会館

マルハン高知桟橋店（立体駐車場）
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第３節 津波避難ビルと避難経路の状況

平成24年度に実施した潮江小学校区・潮江南小学校区津波避難路整備方針検討会など

で検討した箇所を基本として津波避難経路の整備が行われました。また、平成25年度は、潮

江南小学校区津波避難計画に係る検討会等を通じて、潮江南防災連合会が主体となって、

候補ビルへの交渉を行いました。

こうした取り組みにより、高知市指定の津波避難ビルは７か所、自然地形の高台に上がる

ための避難路が２３か所整備されました。令和５年１月現在、潮江南小学校区には計30か所

の避難場所があることになります。

12

潮江南小学校区の津波避難ビル指定状況（令和４年度時点）

平成24年度以前に指定

平成24年度以降に指定

潮江南小学校区
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また、平成24年度から平成26年度にかけて、津波避難経路についての検討も行われま

した。地区内の人家から緊急避難場所に至る全ての経路を津波避難経路とし、そのなかで、

避難行動が集中する主要な津波避難経路として以下のような経路を選定しました。

こうして選出された避難経路について、現地確認・ワークショップを実施し、経路上の危険

個所について落とし込みを行った避難行動支援マップが作成されています。

【主要な津波避難経路の選定】

□ 緊急避難場所への最短経路 □ 津波遡上方向へ向かわない

□ 道路幅員 6m 以上（目安）の広い道路 □ 閉塞等のリスクが少ない経路

主要な津波避難経路の選定（出典：高知市「避難行動支援マップ（平成２７年度）」）



14

第 ２ 章 潮江南地区における災害に向けた備えと対策

津波避難は、事前に避難場所や避難経路を把握しておくことでより円滑に進められます。

令和２年度に潮江南地区の住民を対象に行ったアンケートでは、津波避難場所についての調査

も行いました（詳細は、第8章補足資料 「潮江南地域に関するアンケート」 参照）。

全体的な避難傾向として、潮江南地区における北側の町は 『潮江南小学校』 、南側の町は 『河

川国道事務所』 『自然の高台』 へ避難すると考えているという回答が多くありました。対して、回

答数が０の津波避難ビルも３つあり、避難場所によって想定避難者数の偏りが見受けられます。

最も回答が多かったのは 『潮江南小学校』 で、その理由として『自宅との距離が近いから』 とい

うものが多数でした。しかし、住んでいる町名と照らし合わせた際、中にはそれよりもより近い避

難場所がある可能性がある回答もありました。 また、気になる回答として、実際には津波避難ビ

ルの指定を受けていない建物を避難場所としている回答もありました。

理由 考えられる可能性

南竹島町 → 潮江南小学校
・自宅との距離が近いから
・避難所も兼ねているから
・近くに逃げられる場所がない

・近い避難場所がある可能性がある
・「避難所である」という理由で距離
　のある避難場所を選んでいる

北高見町 → 潮江南小学校
・自宅との距離が近いから
・近くに逃げられる場所がない

・近い避難場所がある可能性がある
　（山など）

孕西町 → 潮江南小学校 ・自宅との距離が近いから
・近い避難場所がある可能性がある
　（山など）

深谷町 → 潮江南小学校 ・自宅との距離が近いから
・近い避難場所がある可能性がある
　（山など）

南ノ丸・竹島町 → 河川国道事務所 ・避難所も兼ねているから
・近い避難場所がある可能性がある
・避難所の指定はされていないビル

竹島町 → 北竹島市営 ・近くに逃げられる場所がない ・近い避難場所がある可能性がある

北竹島町 → 潮江中学校 ・防災マップで確認したから ・近い避難場所がある可能性がある

住居　→　行先

気になる回答（一部抜粋）

自宅

1,699人 50人 45人 3,469人 100人 2,480人 1,645人 1,921人 - - -

町名 全回答 　潮江南小　 河川国道 六泉寺ﾋﾞﾙ ﾏﾙﾊﾝ ﾊﾞﾙｺﾆｰ8 北竹島市営 アスパル 潮江中 自宅 詳細不明 指定外ﾋﾞﾙ

①竹島町 99 57 2 - 1 1 1 1 - 1 7 2

②南竹島町 39 10 1 - 1 - - - - 2 7 1

③六泉寺町 96 33 7 2 - - - - - 3 8 -

④深谷町 13 2 - - - - - - - - - -

⑤孕西町 53 4 2 1 - - - - - 1 2 1

⑥孕東町 1 - - - - - - - - - 1 -

⑦南ノ丸町 11 1 - - 2 1 - - - 5 - -

⑧南中山 0 - - - - - - - - - - -

⑨北中山 4 - - - - - - - - - - -

⑩高見町 52 24 - - - - - - - - 1 -

⑪北高見町 12 5 - - - - - - - 2 0 -

⑫北竹島町 60 34 - - - - 5 - 1 1 7 -

⑬その他 6 2 - - - - - - - - 2 -

446 172 12 3 4 2 6 1 1 15 35 4

建物

校区内津波避難ビル 校区外津波避難ビル 避難場所が不明

（各ビル収容人数⇒）

2 13 23

1 9 18

- 31 27

- 7 5

- 30 14

- 1 0

1 1 4

- - -

- 2 2

- 14 13

- 6 2

- 21 11

- 2 2

4 137 121

自然の高台

竹島公園
命山

山
きめていない
わからない
（無回答）

※１ 自然の高台の回答は、『筆山』『高見山（皿ヶ峰）』 『鷲尾山』 『宇津野山』等の回答の集計です。
※２ 校区内の津波避難ビルのうち、 『新高産業社屋』『高知県トラック協会』 『戸口協会』については、回答がなかったため省略。
※３ 指定外ビルの回答内訳・うしおえメディカルビル（１）・六泉寺マンション（１）・マルハンの隣のビル（１）・アルファステイツ桟橋

通Ⅳ（１）

潮江南地区の住民を対象とした津波避難場所に関するアンケート結果（令和２年度実施）
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潮江南地区の避難場所や避難経路については、平成24年度から平成26年度の取り組み

をもとに作成された、「潮江・潮江南・潮江東津波避難マップ」が参考になります（最新版は令

和元年12月版）。

https://www.city.kochi.kochi.jp/soshiki/12/tikubetutunami
hinannkeikaku.html

https://www.city.kochi.kochi.jp/soshiki/12/koutisitunami
hinan-map.html

高知市潮江・潮江南・潮江東小学校区津波避難マップ（令和元年度版）を編集したもの

【潮江・潮江南・潮江東小学校区津波避難マップ】（高知市地域防災推進課ホームページ）

【潮江南小学校区津波避難計画】（高知市地域防災推進課ホームページ）

また、この節で紹介した平成24年度からの取り組みによって見えてきた地域の現状・災

害時の課題については、「潮江南小学校区津波避難計画書」にまとめられています。

津波避難計画書は、高知市のホームページから閲覧が可能です。

https://www.city.kochi.kochi.jp/soshiki/12/tikubetutunamihinannkeikaku.html
https://www.city.kochi.kochi.jp/soshiki/12/koutisitunamihinan-map.html
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風水害への対策としては、まず、水害・

土砂災害について、市町村が出す避難情

報と、国や都道府県が出す防災気象情報

を知ることが大切になります。

高知市において、対策が必要となる災害は、地震だけではありません。台風や大雨といった風水害

に対しても、日ごろからの備えや対策が重要となります。豪雨や台風により、河川の氾濫や、低地で

の内水氾濫などを起因とする浸水被害が発生することもあるほか、山間部を中心として土砂災害が

発生するおそれもあります。

‘98高知豪雨 平成１０年 （１９９８） 9月24日～25日

秋雨前線の停滞により、高知県中部を中心に２日間雨

が降り続き、国分川水系 （高知市、南国市)を中心に甚

大な被害が発生しました。高知市では最大１時間降水量

が１２９．５ｍｍ、最大日降水量６２８．５ｍｍを観測しまし

たが、この数値は歴代１位の観測量となっています。

平成３０年 ７月豪雨 2018年6月29日～7月９日

６月２９日９時に日本の南で台風７号が発生したこと、

また、７月５日から８日にかけて西日本に停滞した梅雨

前線の活動が活発になったことから、高知県全体で大

きな被害が出ました。

【浸水被害】

【土砂災害】

写真引用：高知県 『南海トラフ地震に備えちょき』

写真引用：高知県 『南海トラフ地震に備えちょき』

市町村では、警戒レベル相当情報のほ

か、地域の土地利用や災害実績などを踏

まえ、総合的に警戒レベル （避難情報） の

発令を行うため、警戒レベルと警戒レベル

相当情報が出るタイミングなどは必ずしも

一致しません。そのため、気象庁などから

出される河川水位や雨の情報を参考にし

つつ、高知市から出される警戒レベルに応

じた避難行動をとるようにしましょう。

風水害への備え

※ 夜間～翌日早朝に大雨警報（土砂災害）に切り替える可能性が高い注意報は、
高齢者等避難（警戒レベル３）に相当します。

避難に関する警戒レベル（出典：気象庁ホームページ）

第４節 災害に向けた備えとコミュニティ
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警戒レベルは、水害や土砂災害に備えて住民が

とるべき行動をお知らせするために５段階にレベ

ル分けされています。ここで注意しておきたいの

が、避難とは難を避ける、安全を確保するという

ことになるため、安全な場所にいる場合は、避難

行動をとる必要はありません。警戒レベル５はす

でに災害が発生している状況になるため、警戒レ

ベル３で高齢者など、警戒レベル４で危険な場所

にいる全員が避難をする必要があります。

ローリングストックとは

風水害時の停電や断水に備えて、懐中電灯や携帯ラジオ、飲料水、食料品などを準備しておくこ

とが大切になります。各家庭での備蓄及び非常用持ち出し袋の準備をしておきましょう。ローリング

ストックを活用すると、日ごろからの備えを手軽に行えますので、ぜひご家庭で試してみてくださ

い。

普段から食べている食材や使用している

日用品を「備える」「消費する」「補充する」

という行為を繰り返すことでいざという

時に備える備蓄方法。

非常用持ち出し袋とは…

非常用持ち出し袋とは安全に避難をするために
最低限持ち出すものになります。
身軽に避難ができるよう、避難に必要な物品や
貴重品などを入れておく必要があります。
また、非常用持ち出し袋は、すぐに持っていける
ように、取り出しやすい場所 （避難する時の通り
道や目につくところ、寝室のまくら元など） に置
いておきましょう。

そして、風水害時の停電や断水に備えて、懐中電灯や携帯ラジオ、飲料水、食料品、トイレ用品な

どを準備しておくこと、自助での備えが大切になります。各家庭での備蓄 （備蓄量としては、最低

３日間、可能であれば1週間分） 及び非常用持ち出し袋の準備をしておきましょう。

なお、眼鏡や薬などの普段使っているものの予備や自分自身が必要とするものも備えておきま

しょう。

備蓄用品の例 （出典：高知県 「南海トラフ地震に備えちょき」）

出典：内閣府「避難情報に関するガイドライン（令和3年５月）」



18

第 ２ 章 潮江南地区における災害に向けた備えと対策

地震火災 出典：高知県 「南海トラフ地震に備えちょき」

また、２０１１年に発生した東日本大震災では、出火した倒壊家屋やがれきが津波によって高

台の際や津波の浸水境に漂着堆積して、山林や市街地に延焼し、大規模火災（津波火災）が発生

したとされています。

東日本大震災の本震によって発生した火災全１１１件

のうち、原因が特定されたのは108件あり、そのうち

の過半数が電気関係の出火でした。

地震火災の特徴は、同時多発的に各地で火災が発生したり、家屋やブロック塀の倒壊による

通行障害により消防車が現場に行くことができない状況が発生する可能性が高いほか、断水に

より消火用水が不足するなどにより、十分な消火活動が行えないことが挙げられます。

東日本大震災における火災の発生原因

地震発生日 地震名
マグニ
チュード

消失棟数

1923年9月1日
関東地震

（関東大震災）
M7.9 477,128棟

1946年12月21日 昭和南海地震 M8.0 2,598棟

1995年1月17日
兵庫県南部地震

（阪神・淡路大震災）
M7.3 7,478棟

2011年３月11日
東北地方太平洋沖地震

（東日本大震災）
M9.0

火災件数：330件
（うち、津波火災：159件）

過去の地震火災による被害

古い木造住宅が多く立地する住宅地や消防車が入っていけないほど幅員が狭い道に接した

住宅では、火災が発生した場合に延焼による被害が大きくなると想定されます。

大きな地震が発生した場合、「地震の揺れによる被害」「津波による被害」に加え、「火災によ

る被害」の発生も想定されます。地震を起因として発生する火災のことを「地震火災」と言いま

す。
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① 出火防止対策

元栓を閉める

ブレーカー
を切る

火災の危険

② 延焼防止対策

地震発生時は、消防署や消防団がすぐに対応でき

ないことが想定されます。このため、出火直後の火が

小さい段階は個人や地域で消火にあたるといった、

住民自らが消火に取り組むことが必要になります。

しかし、火が大きくなった際には無理せず、ただち

に避難をするようにしましょう。

③ 安全な避難対策

【事前の対策】

・ 住宅用火災報知器の設置

・ 消火器、消火用水の確保

・ 防災 （消火訓練） への参加

・ 老朽住宅の除却

【事前の対策】

・ 感震ブレーカー等の設置

・ 安全装置の備わった電気・ガス・石油器具類を使う

・ 可燃物の転倒・落下防止

【発災時の取り組み】

・ 家を出る時は、ブレーカーを落とし、元栓を閉める

・ 身の安全を確保し、揺れがおさまったら、火の始末をする

取り組みの例

取り組みの例

木造住宅が密集している市街地では安全に避難することが困難となる可能性があり

ますので、早め早めに避難することが重要です。そのためには、避難場所や避難経路の

安全性の確認と、避難訓練を繰り返し行うことが重要です。

まずは火を出さない「出火防止」の対策が重要になります。

【事前の対策】

・ ブロック塀の安全確認対策

・ 住宅の耐震化

・ 避難場所の確認、避難経路の安全性の確認

・ 火災を想定した避難訓練の実施

【発災時の取り組み】

・ 出火状況の把握、避難情報の伝達、避難の判断

・ 避難行動要支援者の避難支援

取り組みの例
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地震発生後は、地震の影響により停電が起こる可能性が高いですが、電気が復旧した時に、

家電が浸水している場合や破損した電気製品や屋内配線に再び電気が流れることによって、

通電火災や漏電火災が発生することも想定されます。

そのため、地震の揺れがおさまったあと、避難をするときには必ずブレーカーを落とすことが

重要になります。

以下では、地震発生時の火災への対策を紹介します。 （引用：高知県 「南海トラフ地震に備えちょき」）
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コミュニティの大切さ

地震の揺れや津波による被害は、事前の家具の固定などの揺れ対策、津波避難場所や避

難経路の確認などで効果的に減らすことができます。

また、南海トラフ地震発生時には、倒壊した家屋からの救出や津波避難の補助など、地域

住民同士での助け合いといった共助によって、命が助かる可能性は大きく高まります。災害

時の助け合いには、普段から住民同士が助け合える関係、コミュニティが大切です。

潮江南地区では、災害に向けた備えとして、事前の災害に向けた備えやコミュニティづく

りに取り組んでいます。本章第3節では、その一例として津波避難経路や津波避難場所の検

討について紹介しました。この他にも、潮江南地区では、災害に向けた備えとコミュニティの

強化を目標に、以下のような取り組みを行っています。
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潮江南小学校防災学習（４年生・防災マップ作り）

・ 実施事項 防災の視点でのまちあるき、マップ作り
・ 実施時期 毎年実施
・ 実施主体 潮江南小学校（４年生）
・ 協力者 潮江南防災連合会、みなみ連合 他
・ ６つの柱 子どもたちの学習、地域コミュニティの強化

潮江南小学校４年生の防災授業の一環として、防災の視
点でのまちあるきを実施しています。

児童だけではなく、地域組織の役員も一緒にまちあるき
に参加し、“まち“の情報や避難場所について児童に教える
などして、より充実したマップ作りを実施しています。

潮江南地区津波避難訓練 ・ 防災勉強会

・ 実施事項 津波避難訓練、防災に関する講習会
・ 実施時期 毎年実施
・ 実施主体 潮江南防災連合会
・ 協力者 講師（毎年テーマに合わせた方に依頼）
・ ６つの柱 地域コミュニティの強化、地域防災の取り組み

外付け階段を使って、避難場所である潮江南小学校の屋
上までの津波避難訓練を、定期的に実施しています。

津波避難訓練のあとは、参加者向けに防災に関する講習
会も実施しています。災害時の食生活や、ロープワークな
ど、
毎年テーマを変えて実施しています。

:
:
:
:
:

:
:
:
:
:
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状況付与型津波避難訓練・振り返りワークショップ（むすび塾）

・ 実施事項 津波避難訓練、訓練を振り替えるワークショップ
・ 実施時期 平成28年２月20日
・ 実施主体 潮江南防災連合会、河北新報（宮城県）、高知新聞
・ 協力者 高知市地域防災推進課
・ ６つの柱 地域コミュニティの強化、地域防災の取り組み

「むすび塾」の一環として、津波避難訓練とその振り返りを
ワークショップ形式で行いました。

津波避難訓練はより具体的なイメージを持てるよう、「家
族が家にいる時」などの状況を付与して行いました。

訓練後には通った避難路の危険箇所などを共有しながら
地図を見て話し合いを行い、改善点を話し合いました。

防災学習発表・防災講演会（むすび塾）

・ 実施事項 生徒の防災学習発表、防災講演会
・ 実施時期 平成28年２月19日
・ 実施主体 潮江南防災連合会、河北新報（宮城県）、高知新聞
・ 協力者 潮江南小学校、潮江中学校、高知市地域防災推進課
・ ６つの柱 子どもたちの学習、地域コミュニティの強化、

地域防災の取り組み

高知新聞および宮城県河北新報と合同で、防災意識向上
のための「むすび塾」を開催しました。

小学校・中学校での防災学習の発表に加え、東日本大震
災を経験した語り部の方の講演が実施され、より深く災害に
ついて学び、知ることのできる機会になりました。

:
:
:
:
:

:
:
:
:
:

潮江南小学校で開催した防災訓練の様子（H31）



災害時の対応と避難所運営に関する
潮江南地区の取り組み

第１節 潮江南小学校避難所開設訓練

平成30年８月４日に、潮江南防災連合会及び高知県合同での潮江南小学校避難所開設

訓練及び大規模災害時医療活動訓練が実施されました。

■ 避難所開設訓練

午前中に行われた避難所開設訓練では、潮江南防災連合会のメンバーなど地域住民の方

を中心に、安全確認チーム、区割りチーム、受付設置チーム、 トイレチームの４チームに分か

れて、避難所の開設準備を行いました。各チームのリーダー等は、当日集まった参加者から

その場で選出され、本番さながらの訓練になりました。

安全確認チームが体育館周辺の安全確認を行ったあと、区割りチームがフロアシートで体

育館を区割り、受付チームが体育館通路に受付を設置、トイレチームがトイレの安全確保及び

簡易トイレを設置し、スムーズに避難所開設を行うことができました。

避難者役の参加者は、中村防災サービスから災害時のトイレについての講習、高知県栄養

士会から避難所での栄養管理についての講習などを受け、災害時の避難所の課題やそのた

めの備えについて学んでいました。

また、お昼には、民生委員の方を中心として炊き出し訓練が実施され、豚汁のほか、災害

食の定番であるアルファ化米の試食などを行い、災害時の食事を体験しました。

22

第 3 章
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第 ３ 章 災害時の対応と避難所運営に関する潮江南地区の取り組み

■ 災害時医療活動訓練

午後からは、保健医療チーム（※）による災害時医療活動訓練が実施され、地域住民は傷

病者や体調不良の避難者役として訓練に参加しました。

保健医療チームによって体育館内に医療対策本部が設置され、地域での避難所運営本部

との情報交換や運動場に設置された仮設診療所（ｄERU）への搬送などを訓練し、参加者も

避難者役として災害時の聞き取りを体験することができました。

また、災害時の移動型薬局であるモバイルファーマシーの展示もあり、こうした体験や見

学を通して、災害時の医療活動について知ることができました。

訓練の終了後には、参加団体による訓練の振り返り及び講習が実施されました。避難所で

の生活によって起こりうるエコノミークラス症候群を予防するための体操や、避難所での妊

産婦への対応やそのための取り組みなどについての説明があり、参加者も聴講することで

避難所の課題について学ぶ機会を持つことができました。

※ 地域災害支援ナース、ＤＭＡＴ、日赤救護班、高知県薬剤師会、岐阜薬科大学（モバイルファーマシー）、
ＫＯＲＡＴ、栄養士会、愛玩動物協会、高知県助産師会、ＪＲＡＴ
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第 3 章 災害時の対応と避難所運営に関する潮江南地区の取り組み

平成30年10月９日の潮江南防災連合会役員会では、潮江南小学校避難所開設訓練（災

害時医療活動訓練）の振り返りが行われました。振り返りでは、保健医療チームも含めた参

加者を対象に実施したアンケートの結果が共有されました。

以下の表は、アンケートの結果と振り返りの際に出ていた意見をまとめたものになりま

す。
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第２節 土佐塾中学・高等学校避難所開設訓練

25

平成30年10月14日に、潮江南防災連合会主催での土佐塾中学・高等学校避難所開設訓

練が実施されました。

訓練は、避難路及び登山路を活用しての土佐塾中学・高等学校への津波避難訓練からは

じまり、到着後は、避難所指定されている体育館を活用し、役員を中心としたメンバーで避

難所開設の流れについて確認をしていく形式で行われました。

■ 津波避難訓練

避難所開設訓練は10時からでしたが、希望者で土佐塾

中学・高等学校までの津波避難訓練を実施しました。

土佐塾へ避難をするためには、まず、自然の避難路を上り、

それに続くハイキングコースを上ることで、施設に避難をする

ことができます。

潮江南小学校から土佐塾中学・高等学校間の標高差は約

190ｍほどですが、約50分で参加者全員の土佐塾中学・

高等学校への避難が完了しました。これは事前に事務局側で

確認した想定とほぼ同じでした。

途中、傾斜が少しある道もありましたが、厳しい道が多く

あるわけではないので、小学生でも避難できると思うとの

感想も出ていました。

平成30年10月14日津波避難訓練 避難経路イメージ



26

第 3 章 災害時の対応と避難所運営に関する潮江南地区の取り組み

津波避難訓練のあと、体育館での避難所開設訓練を行いました。訓練では、平成29年度か

ら検討を行ってきた「土佐塾中学・高等学校避難所運営マニュアル」を使用しました。

訓練では、避難所開設の段階で必要となる、「避難所の安全確認」 、「受付の設置」 、「避難所

の区割り」 、 「トイレの確保」 の４つのチームで行う内容を、全員で確認しました。

「避難所の安全確認」では、避難所運営マニュアルに掲載されている安全確認チェックリスト

の内容を全員で確認し、続く 「受付の設置」では、ピロティに受付を設置したのち、災害時に書

き込みを行う避難者カードを確認しました。その後、避難所開設の初動を参加者全員で共有し

ました。

「避難所の区割り」では、学校に配備されているフロアシートや養生テープを実際に使い、一

区画分の区割りを実際に行いました。一人分の区画（１ｍ×２ｍ（２㎡ ））分に区切り、実際に寝

転がったり座ったりして、参加者のみなさんで避難生活をイメージしてもらいました。

「トイレの確保」では、地震の影響で水道管が壊れたことなどを想定し、既設トイレの使用禁

止表示、水を使わない簡易トイレの組立を訓練しました。使用禁止表示だけでなく、養生テープ

で簡易なバリケードを作るなど、訓練の中でも臨機応変な対応ができました。

訓練後には、土佐塾中学・高等学校から、体育館の使用にあたって、体育館に張られている

ネットの収納方法や、体育館の照明スイッチの場所、また体育館入口に設置されたキーボック

スの説明があり、学校側と地域住民とで、避難所の動きについて情報を共有することができた

訓練になりました。

受付の設置 体育館の区割り体験

既設トイレの使用禁止表示 簡易トイレの組立訓練

■ 避難所開設訓練
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平成31年１月29日の潮江南防災連合会役員会では、土佐塾中学・高等学校避難所開設

訓練の振り返りが行われました。振り返りでは、潮江南防災連合会で作成した訓練の写真が

共有されました。

以下の表は、振り返りの際に出ていた意見をまとめたものです。

振り返りの際に出た意見

避難所運営に必要な資機材などは配備される予定はあるのか。
→ 高知市のほうで、避難所運営用の資機材や簡易トイレの資機材を配備している。

行政だけでなく、潮江南防災連合会として地域の資機材を置かせてもらえないか、土佐塾中学・
高等学校さんと検討や相談をしていきたい。

土佐塾中学・高等学校までの避難路の一部を舗装するなどして整備できないか。
→ コンクリート舗装は、山の水はけなどに影響が出るのでは？私道もあって難しいのでは？

今後も定期的に土佐塾中学・高等学校での避難所開設訓練を行い、改善点を見つけていきたい。

土佐塾中学・高等学校での避難所開設訓練（H31）

また、この訓練を検証と位置づけ、「土佐塾中学・高等学校避難所運営マニュアル」 の平成

30年度版が完成しました。令和４年からは，避難所内における感染症対策や要配慮者の方

への対応、災害時の物資、防災行政無線などの連絡手段に関する内容を追記したものに改

訂を行っています。

「土佐塾中学・高等学校避難所運営マニュアル」 は、土佐塾中学・高等学校の防災倉庫に保

管されているほか、高知市ホームページにも掲載されており、閲覧が可能です。

https://www.city.kochi.kochi.jp/soshiki/12/hinansho-
manyuaru.html

【避難所運営マニュアル】（高知市地域防災推進課ホームページ）

https://www.city.kochi.kochi.jp/soshiki/12/hinansho-manyuaru.html
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第３節 地域による避難所運営について

地震のような大規模災害時の避難所は、交通網の分断などが起こり、国や自治体がすぐに

現地に向かうことが困難になります。加えて、潮江南地区は長期浸水の可能性が高く、公助で

の救助が行われるまでは緊急避難場所で一定期間生活する必要があります。

こうしたことから、避難所の開設・運営については、避難してきた地域住民で行うことができ

るようにしておくことが重要になります。

令和２年４月に無作為抽出された潮江南地区の住民１３００人及び潮江南小学校児童の保護

者を対象に行ったアンケート（回答者446名）では、避難生活についての調査も行いました（詳

細は、第8章 補足資料「潮江南地域に関するアンケート」 参照）。

大規模災害時に避難者が避難所を開設・運営するための指針となる避難所運営マニュアル

について『知っているがきちんと見たことはない』 『知らない』との回答は全体の９割でした。

また、『知らない』と答えた方は全体の半数以上でした。

潮江南地区でも、土佐塾中学・高等学校で避難所運営マニュアルを作成済みですが、多くの

方が『内容やその存在について把握していない』という結果になりました。
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また、避難生活をする場所はどこを考えているか、という質問については、『指定避難所』で

過ごすと考えている方が373回答と最も多く、中でも 『潮江南小学校』 を挙げた方が多くい

ました。

指定避難所以外の場所を挙げた方は、 『自宅』 『親戚・知人宅』 がそれぞれ141回答及び

130回答と、全体の３割近くを占めました。これらの回答をした方は、『浸水しないスペースが

あるから』 『親戚・知人宅は浸水区域外にあるから』などの理由が多くみられ、その他にも『ペッ

トがいるため、障害があるため避難所での生活が難しい』など、避難所での共同生活に不安を

感じているという回答もいくつか見られました。加えて、少数ではありますが、『避難生活をす

る場所についてわからない・決めていない・考えていない』という意見も見られました（次ペー

ジ参照）。以上のことから、見やすく分かりやすい避難所運営マニュアルを作成する必要があ

り、今後作成を進めていきます。

潮江南地区の住民を対象とした避難所運営マニュアルに関するアンケート結果（令和２年度実施）
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潮江南地区の住民を対象とした避難生活に関するアンケート結果（令和２年度実施）

津波から命を守った後、避難生活をする場所はどこを考えていますか？
その場所を選択した理由は何ですか？（複数回答可）

第２回みなみフォーラム（R３） 第３回みなみフォーラム（R４）

第 3 章 災害時の対応と避難所運営に関する潮江南地区の取り組み
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第４節 長期避難に対応して

上述したとおり、潮江南地区は長期浸水の可能性が高く、救助されるまでは津波から避難

した場所に一定期間滞在する必要があります。

また、前ページの避難生活に関するアンケート結果から、避難生活を送る場所として、指定

避難所だけでなく、浸水しないスペースのある自宅で過ごすことを想定している方も一定数

いることが分かりました。

令和２年度に実施したアンケートでは、潮江南地区が長期浸水エリアであることを『知らな

い』 『聞いたことはあるが内容は分からない』 と回答した方は全体の約３割でした。また、自

宅が長期浸水エリアにあるか 『わからない』 と回答した方も、同じく全体の約３割でした（詳

細は、第8章 補足資料「潮江南地域に関するアンケート」 参照） 。

長期浸水について把握している方が多数ではありましたが、一定数の方が長期浸水につ

いて知らず、同様に自宅の長期浸水の可能性について分かっていないという結果でした。

30

ご自宅は長期浸水エリアにありますか？

潮江南地区の住民を対象とした長期浸水に関するアンケート結果（令和２年度実施）

潮江南地区が長期浸水エリアであることを
知っていますか？

長期の避難に関連して、自宅での備蓄品についてもアンケートで調査を行いました(次

ページの図を参照）。自宅での備蓄品については、 『準備している』 との回答が約半数を占

めました（次ページ参照）

備蓄品の内容については、 100名以上が『食料』や『飲料水』を備えていると回答したのに

対し、『衣類』や『携帯トイレ』を備えていると回答した人は50人以下という結果が出ました。

避難生活では、衛生管理や体調の管理は課題となってくるため、予備の着替えや、水が無

くても排せつが可能になる携帯トイレは重要な備蓄のひとつになってきます。

その他の備蓄品については、薬やペット用品などそれぞれの生活や家族に合わせたもの

から、手動懐中電灯やキャンプ用品など、電気や水道といったライフラインが停止した後の

生活をイメージしたものなどが挙げられました（詳細は、第8章補足資料 「潮江南地域に関

するアンケート」 参照） 。
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また、避難生活の中で不安なことがあるかという質問では、 『不安がある』 と回答をした

方が全体の8割以上でした。

避難生活で不安なこととして多く挙げられたのは、 『物資の供給があるか』 『プライバ

シーの確保』 『要配慮者（自分や家族を含む）への支援』 でした。このうち物資供給、プライバ

シー確保については200以上の回答があり、多くの方が課題と感じていることがわかりま

した。

その他にも、 『持病がある』 『避難生活中の医療』 『トイレ』 など健康面・衛生面を心配する

回答や、『子どもがいるため』 『ペット同行避難』 に不安があるなど、家族と一緒に避難生活

を送るにあたって、迷惑をかけないか、生活できるかを心配する回答が見られました。

何を準備しているか選択してください
（複数選択可）

家庭で災害時用の備蓄品を準備
していますか？

潮江南地区の住民を対象とした備蓄品に関するアンケート結果（令和２年度実施）

・トイレ（６） ・子どもがいる（５）
・衛生面（２） ・対人関係（２）
・コロナウイルス（２） ・年齢的なこと（１）
・身体的なこと（１） ・避難生活中の医療（１）
・不慣れな場所である（１）

①ある 381 85%

②ない 39 9%

無回答 26 6%

446

あると回答した方は、どのようなことに不安を
感じますか？（複数選択可）

避難生活をするうえで不安
なことはありますか？

潮江南地区の住民を対象とした避難生活の不安に関するアンケート結果（令和２年度実施）

その他
回答
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第５節 地域の復興に向けたコミュニティ

32

大規模災害時の避難所は、自治体等の即時対応が困難であること、潮江南地区は長期浸水

の可能性が高いことから、避難所の開設・運営については、避難してきた地域住民で行うこと

ができるようにしておくことが重要になってきます。

地域住民での避難所運営は、避難者である住民同士での協力やお互いの理解など、地域の

コミュニティが必要不可欠です。

潮江南地区における避難生活に向けた取り組みとして、本章の第１節及び第２節では、その

一例として、過去に行われた避難所開設訓練の様子について紹介しました。

この他にも、潮江南地区では、避難生活でのコミュニティ強化を目標に、以下のような取り

組みを行ってきました。

防災キャンプ

・ 実施事項 ： 泊まり込みでの防災訓練 など
・ 実施時期 ： 平成26年度、平成28年度 他
・ 実施主体 ： 潮江南青少年育成協議会、潮江南防災連合会
・ 協力者 ： 潮江南小学校
・ ６つの柱 ： 子どもたちの学習、地域コミュニティの強化、

地域防災の取り組み

１泊２日で、津波からの避難や二次避難である避難所生活
などを体験する防災キャンプを実施しました。

飯ごう炊飯や避難所スペースとなる体育館において段
ボールを使用して区割りを行うなど、宿泊訓練ならではの内
容、救命ボートの試乗や消火器の使用訓練など、楽しみなが
ら学べる内容などを取り入れました。

潮江南防災フェア

・ 実施事項 ： 物資調達訓練、児童引き渡し訓練 他
・ 実施時期 ： 平成27年度
・ 実施主体 ： 潮江南防災連合会
・ 協力者 ： 高知市防災対策部地域防災推進課
・ ６つの柱 ： 地域コミュニティの強化、地域防災の取り組み

潮江南小学校において、 ２日間にわたって津波避難から
避難所の生活までを体験する防災フェアを実施しました。

津波避難訓練や避難所開設訓練だけでなく、津波避難場
所での児童引き渡し訓練、水が引いた後の物資調達訓練な
ど、普段の訓練から一つ進んだ段階の訓練を取り入れまし
た。
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防災給食（潮江南小学校放課後学習など）

・ 実施事項 ： アルファ化米の試食、災害食の調理
・ 実施時期 ： 毎年実施
・ 実施主体 ： 潮江南小学校、潮江南防災連合会
・ 協力者 ： みなみ食堂（潮江地区民生委員）
・ ６つの柱 ： 子どもたちの学習、子どもたちの生活支援、

地域防災の取り組み

潮江南小学校の防災授業や放課後学習の場で、災害食調
理や非常食の試食をする防災給食を実施しています。

少ない材料で作れるカレーや、ラップを敷いた食器を使っ
て食べることで洗い物を減らすなど、避難生活をイメージし
た工夫で楽しみながら防災学習に取り組んでいます。

土佐塾中学・高等学校避難所運営マニュアル作成・更新

・ 実施事項 ： 避難所運営マニュアル検討会、検証訓練
・ 実施時期 ： 平成29年度～平成30年度，令和４年度
・ 実施主体 ： 潮江南防災連合会
・ 協力者 ： 高知市防災対策部地域防災推進課
・ ６つの柱 ： 地域コミュニティの強化、地域防災の取り組み

平成２９年から平成３０年にかけて、土佐塾中学・高等学校
を避難所として開設する場合のマニュアルを３回の検討会と
検証訓練を通し作成しました。検討会は学校内で行い、現地
を確認しながらたたき台を作成し、検証訓練を実施すること
で実際の動きをイメージしながらマニュアル化を行いまし
た。

令和４年度から、マニュアルについて、感染症対策や要配
慮者の対応などを踏まえた内容へと改訂を行っています。

潮江南小学校で開催した防災講演会の様子（R1） 竹島公園での応急給水訓練（R２）



復興に向けた取り組み

第１節 事前復興対策について

東日本大震災において被災した地区では、行政職員も多数被災した中で応急復旧対応や被災

者支援等にあたったため、復興に向けた計画を早急に策定することが困難であり、復興事業の着

手までに長期間を要したとされています。

地域の復興に時間を要するにつれ、住民や企業は疲弊していき、再建する意欲を失っていきま

す。そうすると、早期再建のためにまちを離れ、避難先でそのまま定住することにより、人口減少

を招くなど、地域の活力が失われ、まちの存続が危うくなる可能性があります。

被災を乗り越え、地域に住み続けることができる「より良い復興」を実現するためには、災害の

前から事前に地域の復興対策を進めておくことが大事であると考えます。

34

（出典：国土交通省「東日本大震災による津波被害からの市街地復興事業検証委員会とりまとめ」）

東日本大震災で被災した地域の復興に向けた市街地整備方策には、都市構造や被災状況、津波

シミュレーション等による被害想定といった点から、 以下の４パターンに大別して整理がされて

おり、東日本大震災と同等以上の被害が想定される高知県においても，同様の市街地復興パター

ンについて検討する必要があると考えられています。

第 ４ 章

なお、潮江南地区においては、周辺の地形や経済状況などから、上記の②～④の復興パターンを

実施することが難しいことが考えられますが、事前にこうした対策について地域で話し合い、共有

することが大切であり、それにはコミュニティの強化が必要になります。



第２節 災害復興住宅について
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（※１） 一般災害 被災地全域で５００戸以上の住宅が消失、又は、一市町村の区域内で
２００戸以上若しくは全住宅の１割以上が消失

激甚災害 災害要件： 被災地全域で概ね4,000戸以上の住宅が滅失した災害等
地域要件： １００戸以上又は全住宅の１割以上が滅失した市町村

（※２） 滅失とは、全壊・全流出・全焼のことをいい、「住宅の損壊、消失若しくは流失した部分の
床面積がその住宅の延床面積の７０％以上に達した程度のもの又は住宅の主要な構成
要素の経済的被害が住宅全体に占める損害割合の５０％以上に達した程度のもの。

東日本大震災においては、全壊・全流出・全焼以外に、「損傷に該当する住宅であって、
通常の修繕では居住することができないなどの理由により、解体することを余儀なく
されたもの」が追加されています。

南海トラフ地震などの大規模災害時において、生活

の基盤である住宅を失った場合、劣悪な住宅環境と

なることが想定されますが、避難期・応急期・復興期の

各段階に応じ適切な住まいを確保しつつ復興してい

くことが望ましいです。

各段階で確保すべき住まいを大別すると、避難期

では危険回避や安全確保のための避難所等、応急期

では当面の生活の安定や生活空間の確保のための応

急仮設住宅等、復興期では自立再建や暮らしの基盤

再生のための恒久的住宅になります。 被災後の住まいの復興イメージ
（出典：国土交通省住宅局住宅生産課「応急仮設住宅建設必携中間とりまとめ（平成24年５月）」）

災害公営住宅

一定の要件に該当する災害 （※１） によって、滅失（※２）した住宅に居住していた定額所得

者に賃貸するための公営住宅。恒久的住宅に位置づけられる。

高知市では、仮設住宅を建設する用地の確保が進められており、まず、公有地として、小学校の

グラウンドや公園などを建設予定地として、そして、その用地だけでは不足することが想定される

ことから、民有地における用地確保も進められています。

しかし、南海トラフ地震発生後、浸水が考えられる地域において用地確保を進めることは行われ

ていないため、長期で浸水すると想定されている潮江地区では、地区内に建設用地を事前に確保

されることはないと考えられます。そのため、地震により、自宅での生活が困難になった場合は他

地区に建設される仮設住宅で当面の生活を送ることが考えられ、発災前までのコミュニティがバラ

バラになることも想定されます。

ただし、民間の賃貸住宅の空いている部屋を借り上げて、そこを仮設住宅とする『賃貸型応急住

宅（みなし仮設住宅）』と呼ばれるものがあり、潮江南地区にある賃貸住宅を『賃貸型応急住宅』と

して対応することができれば、コミュニティをある程度維持したまま、復興に向けた取り組みを行

うことができると思われます。そのためにも、地域住民が安心して生活を送ることができるような

多様な体制を事前に整備しておくことが望まれます。

第 ４ 章 復興に向けた取り組み



第３節 戸建て住宅における復興対策
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南海トラフ地震等の大規模災害が発生し、戸建て住宅が被害を受けた場合，修理や建て替え

にかかる費用は大きなものとなりますが、公的な支援金や善意による義援金だけでは、住宅・

生活再建に十分な金額になるとは言えません。

東日本大震災で全壊被害に遭った住宅の新築費用は、平均して約2,500万円で、それに対

して公的支援として受給できるのは、善意による義援金を合わせても約400万円にとどまりま

す。南海トラフ地震が発生した場合の全国で推定されている全壊住宅は約238.6万棟となり、

東日本大震災の約20倍にのぼるとされています。

風水害や土砂災害・地震による被害を保障する保険や共済に加入していれば、損害の程度に

応じて保険金や共済金が支払われるようになりますが、加入する金額及び契約の内容によっ

て、住宅を再建するための費用の全額が支払われないということもあるため、事前に調べてお

く必要があります。

なお、潮江南地区においては、旧耐震基準（１９８１年６月１日以前の耐震基準）で建てられた

住宅も多く立地しているため、災害が起こる前に住宅の復興対策に関する検討を行っていく必

要もあります。

いざという時にスムーズに住宅や生活を再建していくために、『自助』による備えとして、保険

内容の再確認や保険の見直し、住宅の耐震化などを行っておきましょう。

(出典 ： 内閣府「防災情報のページ」https://www.bousai.go.jp/kyoiku/hokenkyousai/hiyou.html)

第 ４ 章 復興に向けた取り組み

https://www.bousai.go.jp/kyoiku/hokenkyousai/hiyou.html


第４節 復興に向けた法的対応

既存建築物の耐震診断・耐震改修を促進することを目的として、平成７年１０月に「建築物

の耐震改修の促進に関する法律」が施行され、それ以降住宅・建築物の耐震化に係る国の補

助制度が順次創設・拡充され、平成１７年及び平成２５年に耐震改修促進法が改正、施工され

ました。高知県では、平成１５年度に住宅の耐震診断、１７年度に住宅の耐震改修の補助を開

始されています。

ただ、令和２年度に潮江南地区の住民を対象に行ったアンケート調査（詳細は、第８章「潮

江南地域に関するアンケート」参照）において、自宅の耐震化はできているかに関する質問

をしたところ、『できている』 と回答した人は全体の３２％であり、対策ができていないと考

えられる回答が半数以上を占めました。

37潮江南地区の住民を対象としたアンケート調査結果（令和２年度）

また、同じアンケート調査内において、自宅の家具の転倒防止対策を行っているかに関する

質問に対して、『できていない』 『やりたいけどどうしたらいいか分からない』 『これから行う

予定』と回答した人が半数以上を占めました。

耐震改修について

自宅の耐震化ができていますか？

家具の転倒防止対策はできていますか？

第 ４ 章 復興に向けた取り組み
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土地区画整理事業

土地区画整理事業とは、都市計画区域内の土地において、道路や公園、下水道等の公共施設を整備・改善

し、土地の区画を整え、良好な住宅地の形成を図る事業であり、土地所有者等が土地の一部を出し合い、

この土地を新たに作られる道路や公園等の公共用地に充てたり、その一部を売却して事業資金の一部と

することで進めていく仕組みがあります。
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土地区画整理事業の仕組み（出典：「高知県都市計画２０１８」及び「国土交通省都市局のホームページ」）

建築基準法では、都市計画区域及び準都市計画区域内の建築物の敷地は建築基準法第42

条に掲げる幅員が４ｍ以上の道路 (以下、建築基準法の道路） に敷地が２ｍ以上接しなければ

ならないことになっています。ただ、潮江南地区内には、幅員が４ｍに満たない狭隘道路（きょ

うあいどうろ）と呼ばれる道に接している住宅や、現行の建築基準法が施行される以前に建て

られた既存不適格建築物と呼ばれる住宅が多く存在します。

南海トラフ地震が発生し、こういった住宅が被害を受け全壊してしまうと、その敷地を更地に

して建て替えを行うということが難しくなります。そのため、地震に備えて、事前に耐震改修や

修繕を行う必要がありますが、大規模な修繕となった場合、現行法規が適用され、違反建築物

に該当してしまう可能性もあります。

ただ、南海トラフ地震によって、住宅の倒壊が広範囲で発生した場合、土地区画整理事業に

よって復興が行われることも考えられます。

なお、土地区画整理事業を行うためには、地域の合意形成が必要となるため、地域のコミュ

ニティが大きく関係すると考えられます。

第 ４ 章 復興に向けた取り組み

発災後の都市計画について■

① 換地

整理後の個々の住宅は、整理前
の土地の位置、地積、環境、利用
状況等に応じて適正に定められ
ます。

② 公共減歩

地区内に新たに必要となる道
路、公園等の用地は、地区内の土
地所有者が少しづつ出し合いま
す。

③ 保留地減歩

事業費の一部を賄うため、売却
する土地を地区内の土地所有者
が少しづつ出し合います。



第５節 コミュニティの大切さ

発災後、地域の復旧・復興活動を迅速に行えるかどうかは地域のコミュニティの強さが大切である

と言えます。

東日本大震災では、被災後の復旧・復興が遅れることが見受けられましたが、その理由の一つとし

て、復興後の“まち”の姿に対する住民の合意形成に時間を要していたことが挙げられます。一方で、

阪神淡路大震災では、“まち”の復興に時間差が生じたものの、常日頃からコミュニティでまちづくり

を考えていた地区の復興は比較的早く進んだと言われています。

国土交通省四国地方整備局企画部、建政部が作成している『災害に強いまちづくりガイドライン～

計画・整備にあたっての着眼点・留意点～』では、事前に復興計画を策定した場合とそうでない場合、

また、公共公益施設の高台移転などを行い、発災直後からの公共公益施設での防災対応が可能な場

合における、被災後の復興にかかる時間のシミュレーションを見てみると、特に何も対策をしていな

い場合と比べ、事前に地域で計画策定などの対策を講じている場合では、“まち”の機能を高め、よ

り安全で持続可能な“まち”に復興するまでにかかる時間は短くなることが示されています。
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以上のことから、今後、潮江南地区においても、事前に「地震が発生したら・津波がきたら自分の

まちはどうなるのか」「発災後、どういうまちにしていきたいか」といった、想定や計画を事前に考

え、共有しておくことが大切であると考えます。

（出典：国土交通省四国地方整備局企画部、建政部 （2021） 「災害に強いまちづくりガイドライン～計画・整備にあたっての着眼点・留意点～」）

事前復興計画策定による効果

シナリオ１は、公共公益施設が被災し、
復興計画の策定に時間を要すること
から、帰還人口が減少し、まちを復興
維持することが困難な状況になること
が懸念されます。

シナリオ２は、発災により公共公益施設
機能は一時的に低下するものの、事前
に計画した安全なまちに向けた復興は
スムーズに進むことが期待されます。

シナリオ３は、発災直後から高台の公共
公益施設において防災拠点としての機
能が発揮され、かつ事前に計画したより
安全なまちの姿に向けて復興がさらに
迅速に進むことが期待されます。

第 ４ 章 復興に向けた取り組み



第５節

潮江南地区に位置する公営住宅では老朽化が進んでおり、南海トラフ地震への対策が必要

であることから、建替えが検討されています。また、併せて、老朽化により新規募集を停止して

いる他地域の公営住宅との集約・再編についての検討も行われています。

再編を進めるにあたっては、PPP/PFI手法による民間事業者の創意工夫等を活用し、効

率的かつ効果的な事業実施の可能性や防災機能の付加及び地域コミュニティの創出の場とし

て活用できるような公営住宅の再編が望まれます。
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地区における公営住宅について

高知駅

市中心部
（はりまや橋周辺）

とさでん交通
（路面電車）

2.0km

1.5km

1.0km

0.5km 市中心部より約1.9km
津波浸水深2.91ｍ想定

他地区における公営住宅①
（用途廃止予定）

市中心部より約2.3km
津波浸水深3.14ｍ想定

潮江南地区における公営住宅
（建替団地）

市中心部
より

約1.3km

津波浸水深
3.11ｍ想定

他地区における公営住宅②
（用途廃止予定）

出典：国土地理院の電子地形図 (タイル) に対象団地の区域を追記して掲載

第 ４ 章 復興に向けた取り組み



第１節 避難行動の課題
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潮江南地区における課題と取り組み第 ５ 章

令和２年度に潮江南地区の住民を対象に実施したアンケートでは，避難行動に関わる事項の

調査も行いました（詳細は、第8章「潮江南地域に関するアンケート」参照）。

まず、潮江南小学校区の津波避難の指針である津波避難計画、潮江南小学校区の津波避難

場所を示した津波避難マップ（平成２７年３月作成）ともに、『知っている』 『知っているがきち

んと見たことはない』という回答した方が７割近くいました。さらに、津波から逃げるための避

難先（緊急避難場所）について、７割の方が事前に『決めている』との回答でしたが、約３割の方

が『決めていない』 『わからない』との回答でした。

避難先を決めていると回答した方が決めている避難場所およびその避難場所を選んでい

る理由は以下の表のとおりでした。

また、自宅から緊急避難場所に避難するまでに不安に感じることがあるかの質問に対して、

『ある』と回答した方が７割いました。不安に感じていることとして、『避難路の閉塞』『自宅の

倒壊』『夜間の場合の避難方法』を課題として挙げている回答が多くありました。

また、その他の回答では、高齢の方や子ども、ペットなど手助けが必要な家族を心配する意

見がいくつか見受けられました。

潮江南地区の住民を対象としたアンケート調査結果（令和２年度）



第２節 避難場所の課題

潮江南小学校区には、緊急避難場所として7か所の津波避難ビルの指定がされていますが、地区

の中でも、津波避難ビルが集まって立地している場所と津波避難ビルが近くにない場所があります。

また、潮江南小学校区の総人口が7,163人（令和4年4月1日時点）に対して、津波避難ビル全７施設

の合計収容可能人数は5,9２６人となっていますが、津波避難ビルは、住宅が集中する地区だけでな

く、工場が多く立地する海沿いの地区にも多く所在しています。下表のように、住宅地区と工場地区

では、津波避難ビルにおける収容可能人数（総数）に差があるため、避難場所として、事前に検討して

おく必要があります。以上のことから、津波避難ビルの指定を増やすことや、垂直避難が可能な場所

の増設が望まれます。

また、地域全体で避難について考える場合は、災害時要援護者施設に指定をされている下図の幼

稚園や介護事業所などにおける避難行動要支援者の避難についても検討を行う必要があります。

潮江南小学校区における指定避難場所（令和4年度）

潮江南小学校区における指定避難場所位置（令和4年度）

第 ５ 章 潮江南地区における課題と取り組み
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住宅地区
（下図A）

工場地区
（下図B）

施設名 避難場所
収容可能
人数（人）

① 潮江南小学校
・ 北舎4階及び屋上
・ 南舎屋上（コンピュータ室を除く）

１，６９９

② 高知河川国道事務所 4階大会議室 ５０

③ 第２六泉寺ビル 4階廊下 ４５

④ 新高産業社屋
・ 事務所棟
・ 工場棟屋上

４８５

⑤
マルハン高知桟橋店
（立体駐車場）

・ 4階駐車場
・ 屋上駐車場

３，４６９

⑥ 高知県トラック会館 屋上 ７８

⑦ Balcony8南の丸 4階以上廊下 １００

潮江南小学校区



第３節 避難行動要支援者対策の課題
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避難行動要支援者（以下、要支援者）とは、配慮が必要な高齢者や障がい者、乳幼児その他の特

に配慮を要する方のうち、災害発生時または災害が発生するおそれがある場合に、自ら避難する

ことが困難であり、特に支援が必要な方のことをいいます。

高知市が行っている避難行動要支援者対策において、要支援者の同意確認を行った上で、平時

から避難支援等関係者に以下のような要支援者の情報を提供する取り組みがあります。

第 5 章 潮江南地区における課題と取り組み

『個別避難計画』の作成については、地域のコミュニティ強化に関係があるほか、ソフト面におけ

る住民による理解が重要であると言えます。そのため、まちづくりから進める『個別避難計画』の作

成も検討する必要があります。

高知市における避難行動要支援者に関する情報提供先

２０１１年に発生した東日本大震災において、被災地全体で亡くなった方の中で、要支援者に関す

る情報が適切に提供されなかった結果、要支援者に該当する方だけではなく、消防職員や民生委

員など避難支援等関係者に当たる方も多く亡くなったという報告があります。つまり、災害時に情

報が不足すると、支援の必要な方だけではなく、支援者も多く犠牲になる可能性があります。

そのため、地域における要支援者を事前に把握し、支援が必要な方と支援をする側との関係性

を作っておくことで、災害時の迅速な避難行動及び避難支援へとつなげていく必要があります。

名簿については高知市が作成を行っていますが、『個別避難計画』は「①本人が直接作成する場

合」と「②民生委員や町内会、自主防災会の方等が要支援者の自宅を訪問し、聞き取りを行いなが

ら作成をする場合」があります。

【避難行動要支援者名簿掲載の要件】

① 要介護認定３～５を受けている方

② 身体障害者手帳１・２級（総合等級）を
所持する方

③ 療育手帳Aを所持する方

④ 精神障害者福祉手帳１級を所持する方

⑤ 日常生活において部分介助及び全面介助
を要する在宅難病患者

⑥ 上記以外で特に支援の必要がある方

提供情報

1.  要支援者の名前や住所、連絡先、掲載事由などの
簡単な情報が載っている名簿

２. 名簿より詳細な情報（緊急連絡先や避難支援の方法、
身体の状況、避難を考えている経路や場所など）が
載っている『個別避難計画』



第 5 章 潮江南地区における課題と取り組み

第４節 課題の解決に向けた取り組み

潮江南地区の住民および潮江南小学校の児童の保護者などを対象として、令和２年度に

「潮江南地域に関するアンケート」（第８章補足資料を参照）を実施し、地域の現状や課題につ

いて情報収集を行いました。
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そして、同年そのアンケートと同じ内容のものを潮江南小学校の児童６年生にも調査を実

施し，地域の現状の良さや課題を把握し、自分たちのまち“子ども版”「潮江南地域コミュニ

ティ計画」を策定しました。

その計画の中では、『みんながハッピーで笑顔あふれるまち』をコンセプトに実現するため

の６つの柱 （「安心して子育てできるまち」「自然にやさしく美しいまち」「つながりの強いま

ち」「防災に強いまち」「高齢者・障害者も安心して住めるまち」「安全に守られているまち」）

を立てました。

この計画の中では、潮江南小学校６年生の児童が潮江南地区について、防災の観点から

まちの現状や課題、今後の地域の将来像について考えています。

また、より多くの地区住民の意見収集および今後の計画策定に参加する住民を増やすこ

とを目的に、潮江南地区が取り組む６つの柱をテーマにして、自由に地域への意見出しを行

うワークショップ『潮江南地域フォーラム』や『検討会』を令和２年１０月から令和４年11月ま

でに４回実施しました。

防災の観点からは、「事前の備えについて」「津波からの避難について」「避難後の生活に

ついて」「地域の防災活動」「復興に向けて」の６つのテーマから、地域の課題及びその解決に

向けた具体的な計画、目標を考えました（P.46～ P.55参照）。

“子ども版”潮江南地域コミュニティ計画の６つの柱（令和２年度）



潮江南小学校6年生の児童が考える防災に強いまち（令和２年度） 45



地域防災の取り組み 【事前の備えについて】

見えてきた課題

防災意識が低い

・ 普段揺れないので防災に関する

意識が薄れている

・ 高齢者の防災意識が低いので、

啓発するような取り組みが必要

・ 各々防災意識に温度差がある

取り組むべきこと

備えができていない

≪備蓄などの備えが不安≫

・ 非常持ち出し袋を準備していな

い人が全体の54％（※）

・ 災害用の備蓄品準備していない

人が45％（※）

・ 家具の転倒防止できていない人

が51％(※)

≪耐震化などの備えが不安≫

・ ブロック塀が危ない

・ ブロック塀を壊すための補助金

が少ない

・ 津波避難時に「自宅の倒壊が不

安」との回答が160人（※）

・ 自宅の耐震化できていない人が

52％（※）

（※）アンケート結果より

防災意識の啓発をする

・ 非常持ち出し袋の袋だけでも

配ったら何か意識が変わる？

・ 避難訓練にも実際に防災リュック

を持ってきてもらう

・ 子供から親へ啓発する仕組み作り

「自分で備える」啓発

≪備蓄などの備え啓発！≫

・ 眼鏡や薬、介護が必要かどうか

等の情報をリストアップ、それを

参考に事前の備えをしてもらう

・ 防災食のリストアップがあれば

備えを用意しやすい

・ 避難場所に事前に避難グッズを

置いておきたい

≪耐震化などの備え啓発！≫

・ 住宅耐震・家具転倒防止対策に

ついて市の補助があるが、知ら

ない人が多いので広報が必要

・ ブロック塀工事のサポートができ

る制度を地元業者と協力して

PRしていく(実施)

・ ブロック塀だけでなく全体での

改善提案を行う

事前の準備をして
いる人は４割近く
いるみたいだね

ブロック塀や
耐震化が心配！
何か手伝えない？

備えを
している

して
いない

これから
準備する

アンケートやフォーラムでは…

アンケートでは、備蓄品や非常持ち出し袋、家の耐
震化など、事前の備えをしている方は全体の４割前
後でした。

フォーラムでは、こうした実態を受け、耐震化や家
具の固定に関する補助や、ブロック塀などの倒壊対
策を地元企業と協力して行えないか、といった提案
がありました。



具体的な計画 目標

取り組み
の

サポート
【地域防災推進課】

・ 防災講習への講師（職員）派遣

・ 家具転倒防止対策支援事業

【建築指導課】

・ ブロック塀等の安全対策

・ 住宅の耐震改修

・ 可能な限りはやめに潮江地区全体で

防災訓練を実施する

→ 消火訓練やベッド・トイレの組み立て、

炊き出し等を含んだ訓練

防災意識の啓発

・ 地震災害に精通した教授を招いた講演会の

開催や防災に関する出前講座の依頼をする

→ 【出前講座の内容】

・ 防災活動の取り組みの現状

・ 地域の事例や被害想定

・ どう避難をすればいいのか

・ 自力避難が難しい方に対して、「道路まで

出る」というような周知を地域で行う

「自分で備える」啓発

・ 耐震化・家具の転倒防止対策を行う

→ 耐震状況を確認するアンケート調査を実施

→ 住宅の建材・構造によって、耐震化方法や

家具の転倒防止対策の方法が異なるため、

それについて周知をしていく

・ 防災訓練を再開する。

・ 防災に関する講習を
開催し、防災の知識を
浸透する。

・ 耐震や家具の
転倒防止対策を行う。
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検討会を通じて策定潮江南地域フォーラムにて出た意見



地域防災の取り組み 【津波避難について】

見えてきた課題 取組むべきこと

アンケートやフォーラムでは…

避難場所に不安がある

≪避難場所を知らない！≫

・ 避難場所が多くどこに避難したら

いいのかわからない人がいる

・ より近い避難場所があるが

遠い避難場所を選ぶ人も（※）

≪避難場所が不安！≫

・ 山しか逃げ場がないが、山崩れ

や土砂災害が心配

・ 避難場所が混雑し入れないかも

しれなくて心配という意見も（※）

（※）アンケート結果より

避難場所・経路の改善

≪避難場所・経路の啓発！≫

・ 避難経路・避難場所を日ごろから

周知する

・ 津波の来る時間を教える

・ 防災マップを色んな場所に貼る

・ 津波避難マップに避難場所や避

難方向を記載する

・ 子ども目線危険チェックが必要

≪避難場所を増やす！≫

・ 避難ビルの指定を増やす

・ 避難ビルではないが逃げさせて

ほしい協定を結ぶ

課題として多く挙げられたのは、『災害時、どう
やって・どこに避難するか？』

また、一人での避難や家族での避難を不安に
思う声も聞かれました。

こうした課題に対し、避難場所を広く周知する
ことや、災害時にどのように避難するかを事前に
考えることの提案などがありました。

避難経路に不安がある
・ 道が狭い、ブロック塀、急斜面の

木々の問題、夜間は暗い

・ 津波の方向・深さが分からない

・ 山の避難路は広報が不十分？

・ 橋が壊れたらどこにも行けない。

・ 避難の際不安なこと「夜間避難」

が第３位（※）

要配慮者の避難が困難

・ 「一人で避難できない」37回答

「手助け必須な家族がいる」３回答

「体調・体力に不安」４回答

避難意識の改善

≪『自分』の避難を考える！≫

・ シミュレーションの実施（避難に

どのくらいかかるか計測する）

・ いつ・誰と・どこに行くか決める

・ マイタイムラインや河川国土事務

所のライブカメラを活用する

≪『地域』の避難を考える！≫

・ 個別訪問などの実施

⇒他地区での要支援者対策の取

組を参考に

・ 近所で声をかけ合い避難する

災害時、どこに、
どうやって
避難しよう…

まずはどう避難するか
みんなで考える必要が
あるかもね



具体的な計画 目標

取り組み
の

サポート

【地域防災推進課】

・ 津波避難ビルの指定

・ 津波避難ビル/避難所用の資機材の配備

・ 避難行動要支援者対策

・ 防災講習の講師派遣

】

避難場所・経路の改善

・ 地域の津波避難ビル指定を増やす

・ 自然の高台にある避難場所には、登山者

名簿のような連絡ノートを設置する

・ 町内会で津波避難ビルマップやハザード

マップの回覧を行う

・ 避難路の危険箇所の点検を行う

避難意識の改善

→ 地域で防災訓練を開催する際は、お年寄り

に声掛けを行う

・ 学校で子どもへの防災教育を行うことで、

親世代に発信・伝播させていく

・ 避難場所の周知を行ったあと、各町内会や

潮江南防災連合会が主体で防災訓練を

実施する

・ 人が集まる場所で防災情報を周知する

→ 口伝で地域全体に広げていく

・ 避難路の危険箇所の
点検

・ 避難意識の向上

・ 津波避難場所の周知の
継続

・ 老朽化した建物への
対策

49

潮江南地域フォーラムにて出た意見 検討会を通じて策定



地域防災の取り組み 【避難後の生活】

見えてきた課題

緊急時の連絡手段がない

・ 小学生など子供への連絡手段

をどうするか

・ 被災情報伝達方法が不明（※）

・ 避難所で不安なこと 4位

「情報伝達手段確保」117回答（※）

取組むべきこと

避難生活での不安

≪長期浸水を知らない？≫

・ 長期浸水が何かを知らない人が

３割、自宅が長期浸水エリアが

知らない人が３割（※）

≪避難所生活が不安！≫

・ 避難所で不安なこと

１位「物資の供給」277回答

２位「プライバシー確保」201回答

３位「要配慮者支援」１４４回答（※）

・ 『H10年９月豪雨の際、潮江南小

での避難所生活は大変だった。

特にトイレなど』との声も（※）

（※）アンケート結果より

災害時の連絡手段の確保！

避難生活に向けた備え

≪地域を生かした連絡手段≫

・ 災害時の連絡カードを自宅に作

成して貼る

・ 近隣住民のコミュニケーション

・ NTT伝言ダイヤルを活用

⇒認知度が低い？広報が必要？

≪避難所に行きたくない？≫

・ できるだけ自宅や親せき宅で過

ごしたいとの声も３割ほど

⇒ペットや子供、高齢や体調面で

避難所生活が不安（※）

≪備える連絡手段≫

・ アマチュア無線の通信を検討

・ ドローンがあればいろんな目線

で行動できる 各公民館に欲しい

≪共助の避難所生活≫

・ パッククッキングの活用

・ 避難所にプライベートスペース

を⇒避難所のルールの検討？

・ 潮江南地区は被害は大きいが

人のつながりが強いので、避難所

運営はスムーズにできそう

≪自助の在宅避難生活≫

・ 保存食のローリングストックを

（食べれるものを保存食に）

・ 防災食などの準備をしておくこと

が大切。 ⇒啓発活動が必要？

アンケートやフォーラムでは…

避難所での生活を想定する方が大半でした
が、一方でペットや身体状況を懸念して自宅で避
難生活を送ることを希望される方もいらっしゃい
ました。

フォーラムでは、潮江南のコミュニティ力の強
さを挙げ、それにより避難所運営がスムーズにい
くのでは、という意見もありました。

ペットや配慮の必要な方
が避難所を遠慮する傾向が。
こんなときこそコミュニティ
が力になるかも！？



具体的な計画 目標

取り組み
の

サポート

【地域防災推進課】

・ 防災行政無線の配備

・ 避難所運営マニュアルの作成・更新

・ 物資配送計画の作成

災害時の連絡手段の確保！

避難生活に向けた備え

・ 地域全体で半年に１回程度の定期的な

訓練を実施する

→ 人を集めるために、訓練だけではなく、

バザーなどの楽しいイベントと組み合わ

せて実施する

また、夜間の訓練なども実施する

・ 高齢者に向けての情報発信のために、

まず各家庭で話をする場を創出する

・ 地域住民を集めて町内会全体で防災グッズ

を用いたコンテストを実施し、周知を行う

・ 災害伝言ダイヤルや高知県防災アプリ、

高知市津波SOSアプリの周知のため、

関係機関（通信会社・県・市）の講演を聞く

・ 地域の簡易トイレの備蓄を増やす

51

【防災政策課】

・ 高知市津波SOSアプリ

・ 連絡手段の構築

・ 災害時のネット環境の

確保

・ 簡易トイレの備蓄を

増やす

潮江南地域フォーラムにて出た意見 検討会を通じて策定



地域防災の取り組み 【地域の防災活動】

見えてきた課題

防災情報を知らない

取組むべきこと

（※）アンケート結果より

≪被害想定を知らない≫

・ 地域の被害やどこに行くべきか、

生活にあった情報を知りたい

・ 各々の防災意識に温度差が

⇒防災会で意思統一

≪防災活動を知らない≫

・ 平日は仕事で情報が入りづらい

休日に情報が目に入りやすくな

ればよいなと思う

・ 防災訓練のチラシが来たことが

ないかも？

・ 「防災連合会を知らない」49％

地域活動に参加しない理由は

「知らない」が多い（※）

訓練の参加者が少ない
・ 訓練に人が来ない

・ どうやったら若者が参加する？

よりコミュニティを強く
・ 災害時に助け合えるコミュニティ

が必要、高齢で耳が遠く地域行

事に参加ができない…

…等コミュニティの意見多数

アンケートやフォーラムでは…

フォーラムでは、「訓練の参加者がどうしたら
増えるか？」という意見が上がりましたが、アン
ケートではこうした防災活動を『知らない』という
意見が多数でした。

防災訓練などをイベントと一緒に行う、美味し
いものや防災グッズを配る、など、楽しい訓練を
してはどうか、との意見も出ていました。

防災情報の広報の強化！

・ 子供から親に危機意識をもって

防災啓発を行う

・ 防災情報を交換をする場が必要

より良い訓練の実施！

≪楽しい訓練！≫

・ 美味しいもの（炊き出し訓練）、

使えるグッズを配る 参加して

お土産があると嬉しい！

・ キャンプ⇒防災に（テントなど）

・ イベントに参加して一緒に作業を

することがコミュニティに

≪子供を巻き込む訓練！≫

・ 学校を中心に訓練の実施

⇒潮江南小学校で開設訓練、

４年生の防災授業の活用、

学校の防災参観日に訓練…等

・ 子供向けのイベントの実施

≪実用性のある訓練！≫

・ 実践的な『急にやる』避難訓練を

したい

・ 町内会で月一訓練をしては？

・ 熱中症が心配なので9月１日は避

けてほしい

どうやったらもっと
訓練の参加者がふえる
かな？

そもそも、訓練が
やっていたことを
知らなかったかも

もっと楽しい訓練や
もっと実践的な
訓練をしてみたい！



目標具体的な計画

取り組み
の

サポート

【地域防災推進課】

・ 防災講習の講師派遣

・ 「あかるいまち」、Twitter、ホームページ
による広報

ｖ

防災情報の広報の強化！

・ 防災情報の周知をするために、まず町内や

地域のコミュニティのつながりを強める

活動を行う

→ 普段の挨拶運動から

集合住宅は入れ替わりが激しいため、短期

間でコミュニケーションをとれるように、イ

ベントに食べ物やプレゼントを付加するな

ど楽しみをプラスする

・ 訓練やイベントの情報共有の体制を作る

→ 施設主導ではなく地域主導で情報を周知

・ 数年以内に町内会が情報掲示板を増設する

ｖ

より良い訓練の実施！

・ 若い世代を呼び込むような工夫をする

→ 町内会や潮江防災連合会が主体で

お肉いっぱいのカレーなどの炊き出し訓練、

BBQや懇親会を開催する

・ 選挙の投票に訓練を合わせる

→ （学校などで） 投票の終わった人は、屋上へ

の避難訓練をしてもらう

・ オンラインでも参加できるようなハイブリッ

ドな訓練を実施する
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・ 防災意識・コミュニティ力を

強める

・ 若い世代 （子育て世代） に

防災活動へ来てもらう

・ 小学校と防災学習の連携を

継続

・ 情報掲示板の増設

・ 市民と行政のつながりを

強める

・ 訓練やイベントの情報共有の

体制を確立する

潮江南地域フォーラムにて出た意見 検討会を通じて策定



地域防災の取り組み 【復興に向けて】

潮江南地域がこんなふうになってほしい

『みんながハッピーで笑顔があふれるまち』

⇒ ・ 安心して子育てできるまち

・ 自然にやさしく美しいまち

・ つながりの強いまち

・ 防災に強いまち

・ 高齢者・障害者も安心して住めるまち

・ 安全に守られているまち

アンケートやフォーラムでは…

アンケートやフォーラムでは、災害時の復興に
関するアイデアや意見等はあまり出ませんでした
が、潮江南小学校の６年生が「潮江南地域がこん
なふうになってほしい」との意見やキャッチフ
レーズを検討しました。

これは、災害のあとも続いていくことが望まし
いことであると思い、まとめています。

『みんながハッピーで笑顔があふれるまち』 が
災害が起こった後も続いていくために

潮江南小学校６年生の 『子ども版コミュニティ計画』

街の復興
人々の

つながりの復興
町内会の
復興

どんなことができるか
どんなことがあればよいか

令和２年度の潮江南小学校６年生がワークショップで考えたキャッチコピー



目標続けていくためのアイデア

取り組み
の

サポート

ｖ

『みんながハッピーで
笑顔があふれるまち』へ

災害の規模や被害状況などは
起こってみないと分からない・・・

そのため、復興に向けた対策を
事前にイメージすることは難しく、

手を付けにくいものですが…

ｖ

・ イベントや訓練等の活動を継続化する

・ 日頃から、町内・地域のコミュニティをつくる

・ 町内会や地域全体における組織図を作成する

→ 各組織の役割分担を事前に決めておく

・ 子どもから大人までの地元愛を高める
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【地域防災推進課】

・ 災害発生後の情報通信の停止によって、災害情報の
伝達に支障をきたすことがないよう、情報通信機能
の確保を目的とした防災行政無線の整備

潮江南地域フォーラムにて出た意見 検討会を通じて策定



潮江南地区では、令和２年４月、地域の現状や課題について情報収集するため、無作為に抽

出した潮江南地区の住民１３００人および潮江南小学校にもご協力いただき児童の保護者の方

にもアンケートを配布し、４４６枚を回収しました。アンケート結果の詳細は、 第８章「潮江南地

域に関するアンケート」を参照してください。
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【第１回潮江南地域フォーラム】

・ 日時 : 令和２年１０月２５日（日）

・ 場所 : 潮江南小学校体育館

・ 対象 : 子育て世代を中心とした潮江南地区に住む住民

・ 目的 : 地区の防災連合や地域連合（以下、みなみ連合）を広報するとともに、地域コミュ二ティ

計画および地区防災計画の策定や地域活動に関わってくれる地域住民を増やす。

また、みなみ連合で活動を担うメンバーのスキルアップに繋げるとともに運営や活動

へのアイデアをもらう機会とする。

当日の様子 防災部分の意見まとめ

検討経緯第 ６ 章

次に、より多くの地区住民の意見収集および今後の計画策定に参加する住民を増やすこと

を目的に、潮江南地区が取り組む６つの柱をテーマにして、自由に地域への意見出しを行う

ワークショップ『潮江南地域フォーラム』や『検討会』を令和２年１０月から令和４年１１月にかけ

て計４回実施し、 令和5年1月の『最終検討会』にて、計画に関する最終検討を行いました。

なお、フォーラムや検討会におけるワークショップは、防災だけではなく、地域コミュニティに

関する内容も含んでいました。地域コミュニティに関する検討結果については、潮江南地域コ

ミュニティ計画をご参照ください。
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【第２回潮江南地域フォーラム】

・ 日時 : 令和３年１０月２４日（日）

・ 場所 : 潮江南小学校家庭科室

・ 対象 : 潮江南地区に住む住民

・ 目的 : 令和２年度の取り組みで出た意見を踏まえて、改めて地域の課題や魅力、将来像

などを意見交換してもらい、またその課題等に対して、解決策や活動の検討を

行い、計画策定に向けた検討材料を作るもの。

当日の作業の様子

防災部分の意見まとめ

第 ６ 章
第 ６ 章 検討経緯
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【第３回潮江南地域フォーラム】

・ 日時 : 令和４年８月７日（日）

・ 場所 : 潮江南小学校家庭科室

・ 対象 : 潮江南地区に住む住民

・ 目的 : 第１回・第2回みなみフォーラムで検討した地域の現状やアイデアを踏まえ、将来の

地域がどうなってほしいか目標を立てたうえで、その目標に向けて、『いつ・だれが

（どの団体・企業が）・どのようにどうするか』などの具体的な事業計画を提案する

もの。

当日の作業の様子

作成した模造紙 (防災分）

第 ６ 章 検討経緯



第 ６ 章 検討経緯

【検討会】

・ 日時 : 令和４年１１月２９日（火）

・ 場所 : 潮江南小学校家庭科室

・ 対象 : 地域で活動をされている団体の役員等

・ 目的 : 第3回フォーラムで出された意見を踏まえて、具体的事業計画案の検討を再度行う

ことで、計画を実現可能なものへと近づけるもの。

【最終検討会】

・ 日時 : 令和５年１月１７日（火）

・ 場所 : 潮江南小学校家庭科室

・ 対象 : 地域で活動をされている団体の役員等

・ 目的 : これまでのアンケート調査やフォーラムの検討結果を踏まえ、作成した本計画（潮江

南地区防災計画）の冊子の確認を行うもの。

当日の作業の様子 作成した模造紙（防災分）

当日の様子

アンケート結果やワークショップを通じて、潮江南地区における防災面でどんな課題がある

のか、その課題解決のためには何を取り組むべきか、取り組むにあたって誰がどのようにどう

していくのか、といった具体的な計画の内容について検討を行いました。
59



第１節 想定される地震と津波の被害

高知県が平成24年12月に発表した「南海トラフ巨大地震による震度分布・津波浸水予

測」の結果概要は以下のとおりです。

南海トラフ地震が発生すると 「長く強い揺れ」 と 「早く高い津波」 が起こると予測されて

います。南海トラフ地震から命を守るためには、 「揺れから命を守る」 ことと 「津波から命を

守る」 ことが不可欠です。
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津波高・浸水深のイメージ

南海トラフ巨大地震による震度分布・津波浸水予測の概要

補足説明 ～高知市全体における被害想定について～第 ７ 章

■ 高知市全体の被害想定

本章では、高知市が作成している『潮江南小学校区津波避難計画書』をもとに，南海トラフ

地震が発生した場合における高知市全体及び潮江南小学校区の被害想定について紹介しま

す。



第 ７ 章

61

【地震】

高知市の震度分布図（出典：高知県ホームページ）

高知県が公表した「高知県における震度分布図」によると、高知市における想定震度は、

震度６弱～７となることが予測されています。

補足説明 ～高知市全体における被害想定について～



第 ７ 章 補足説明 ～高知市全体における被害想定について～
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高知市の津波浸水予測図

高知市の津波浸水予測時間図

【津波】
高知県が公表した「南海トラフ巨大地震による震度分布・津波浸水予測」によると、高知市

における津波浸水予測時間は、沿岸部で最短10分～20分、遅いところで60分以上となる

ことが予測されています。また、津波浸水深は、深いところで10.0～15.0ｍとなることが

予測されています。
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第 ７ 章

【長期浸水】

高知市長期浸水予測図（出典：南海トラフ地震長期浸水予測図）

地震が発生すると地盤の変動により、標高の低い土地が海面より低くなり長期に渡って

浸水するおそれがあります。これが「長期浸水」です。

高知市では、潮江南地区を含む広い範囲で、２～５ｍの長期浸水が起こると想定されてい

ます。

補足説明 ～高知市全体における被害想定について～

浸水深分布
総量沈降 1.7ｍ 潮位 0.9ｍ

5.0 ｍ 以上

2.0 ～ 5.0  ｍ

1.0 ～ 2.0  ｍ

0.5 ～ 1.0 ｍ

0  ～ 0.5 ｍ



第 ７ 章

高知県が平成24年12月に公表した 『南海トラフ巨大地震による震度分布・津波浸水予

測』 とそれに基づく被害想定によれば、潮江南小学校区では、以下のような想定がなされて

います。
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【地震】

潮江南小学校区の想定震度は最大震度7であり、揺れによる建物などの倒壊、屋内落下

物による人的被害や、火災の発生が想定されています。

また、液状化のおそれが非常に高く、避難行動において道路の凹凸、杭基礎構造物との不

等沈下、マンホールの突出などを想定されています（次ページ参照）。

潮江地区震度分布図【最大クラスの重ね合わせ】（出典：高知県ホームページ）

補足説明 ～潮江南地区における被害想定について～

■ 潮江南小学校区の被害想定
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第 7 章

液状化危険度図（出典：高知市地震ハザードマップ（平成23年５月））

揺れによって想定される被災状況（出典：高知県「地域津波避難計画点検マニュアル（平成25年12月）」）

補足説明 ～潮江南地区における被害想定について～

【液状化】
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第 7 章

【津波】

潮江南小学校区での津波浸水予測時間は、竹島川河口付近で 30 分、その他の地区で

40～60分と想定されています。

また、潮江南小学校区での津波想定浸水深は最大で 3～5mと想定されており、建物の２

階を越えると予測されています（次ページ参照）。

潮江地区の津波浸水予測時間図 (L2想定）

補足説明 ～潮江南地区における被害想定について～

潮江南小学校区
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第 7 章

潮江地区の津波浸水予測図 （L2想定）

津波浸水深の目安

（出典：高知県「高知県版第 2 弾 南海トラフ巨大地震による震度分布・津波浸水予測（平成24年12月10日）」）

補足説明 ～潮江南地区における被害想定について～

【浸水】

潮江南小学校区
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第 7 章

【長期浸水】

潮江地区は、標高の低い土地及び埋立地が多く、長期浸水による被害が広い範囲で起こ

ると想定されています。

潮江南小学校区では広い範囲で、２～５ｍの長期浸水が起こると想定されています。

潮江地区長期浸水予測図（出典：南海トラフ地震長期浸水予測図）

浸水深分布
総量沈降 1.7ｍ 潮位 0.9ｍ

5.0 ｍ 以上

2.0 ～ 5.0  ｍ

1.0 ～ 2.0  ｍ

0.5 ～ 1.0 ｍ

0  ～ 0.5 ｍ

補足説明 ～潮江南地区における被害想定について～

潮江南小学校区



潮江地区は、潮江小学校区、潮江南小学校区、潮江東小学校区の３つの小学校区で形成さ

れています。その中で、潮江南小学校区は、南北に最大約3.0km、東西に最大約1.7ｋｍのエ

リアであり、東側は筆山や皿ヶ峰、南側は宇津野山や鷲尾山などの自然地形の高台に囲まれ

ています。 また、地区の東側の一部（西孕東町）が、浦戸湾に面しています。
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補足説明 ～潮江南地区のまちの概要～第 ７ 章

第２節 潮江南地区の概要

■ 地形・地質的な特徴

潮江南小学校区の位置図



第 ７ 章 補足説明 ～潮江南地区のまちの概要～

地形・地質的な特徴 避難の際の留意点

海抜０～２ｍ程度の低地が地区の大部分を占める 地盤変動（沈下）による浸水の長期化

平坦地は、河川・海岸の堆積作用によって形成され
た地盤である

液状化のおそれがある

西側、南側に自然地形の高台を有する 高台まで逃げ切れない地区がある

西側斜面（筆山、皿ヶ峰）は、急傾斜地であり、
高台への上がり口が限定される
斜面は落石等のおそれがある

複数の上がり口や緊急避難場所となる広場
を事前に確認する

ヘルメットを携行する

南側斜面（宇津野山）は、過去に土砂災害（土石流）が
多く発生している

扇状地地形により避難路の勾配が緩く、高台
の緊急避難場所へのアクセスは容易であるが、
急斜面に近づくと土砂災害のおそれがある

 

潮江地区の地形の成り立ち
（国土地理院 数値地図25000（土地条件）を基に作成）
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潮江地区は、以下の図に示すように、河川や海岸の堆積作用によって形成された低地に盛土

し、市街地が形成されています。

また、潮江南小学校区の避難行動に影響を与える地形・地質的な特徴は、下表のとおりです。



第 ７章

潮江南小学校区の避難行動に影響を与える社会環境的な特徴は以下のとおりです。

潮江地区では、次ページの図（潮江地区における夜間と昼間の滞留人口）に示すように、

夜間と昼間の滞留人口とその分布が大きく異なります。平成19年度 〈第 3 回〉 高知都市圏

パーソントリップ調査では、都市部（旭、江ノ口・小高坂、高知駅、本町・はりまや、下知北、下

知南）のみ、9時以降の滞留人口が増加し、9～15 時台は夜間の約1.4倍の滞留人口となり

ます。その他の地域では、夜間人口が多いと発表されています。

また、潮江地区の南部は、市内でも最も古くから形成された工業地帯であり、多くの事業

所や工場が立地しています（次ページの図『都市計画図』を参照）。昼間は、事業所や学校、工

場等に多くの人が集まっている状況が想定され、避難行動は夜間と大きく異なります。今後

は、昼間も含めていつ地震が起こっても適切な避難行動がとれるよう検討を重ねていく必

要があります。
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社会環境の特徴 避難の際の留意点

昼間と夜間では、人口分布が異なり、夜間の人口
が多い（昼間は、学校や事業所等に多くの人口が
集まっている）

夜間の避難については、昼間の避難
に比べて、人口、移動距離、避難速度の低下などの
影響が大きいと予測される

夜間人口は7,０５５名、世帯数3,8５１世帯、高齢
化率は約3４．５%と高い（令和3年4月時点）

高齢者を含めた幅広い年齢層の避難行動につい
て検討する必要がある

旧耐震基準（昭和 56年以前）に基づく古い建物
の連担地域がある

建物の倒壊による避難路の閉塞等のリスクがある

水際は、河川区域・港湾区域の堤防、護岸が設置
されている

耐震性能や耐震補強の実施について、情報の共有
を図る必要がある

津波避難ビルの条件を満たす建物が桟橋通り沿
いに集中しており、潮江地区内の他の小学校区に
比べて候補となるビルが少ない

地域と行政が協働で津波避難ビル交渉を行うなど、
選択肢をできるだけ増やす

項目

校区

世帯数
（世帯）

総人口
（人）

15歳未満 15～64歳 65歳以上

（人） （％） （人） （％） （人） （％）

潮江南
小学校

区
3,851 7,055 680 ９．6 3,940 55.8 2,435 34.5

潮江南小学校区の世帯数及び人口（令和4年４月時点）（出典：高知市総務課調査統計担当）

補足説明 ～潮江南地区のまちの概要～

■ 社会環境
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第 ７ 章

潮江地区における夜間と昼間の滞留人口（平成19年度高知都市圏パーソントリップ調査データをもとに推計）

都市計画図（出典：高知県「高知広域都市計画総括図（平成２２年３月）」）

また、潮江地区には、工業用水の供給を行っている鏡川工業用水道筆山配水池がありま

す（次ページ 鏡川工業用水道位置図 参照）。筆山の山腹に延長 314m のトンネルをくり

抜いて貯水槽（水量約 41000m ）とし、その入口及び出口に鉄筋コンクリート製の水槽（接

合井）を接合させた構造で、出口側接合井は、北高見町に位置しており、施設付近は津波避

難場所となっています。

3

補足説明 ～潮江南地区のまちの概要～
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鏡川工業用水道筆山配水池については、平成25年11月に高知県公営企業局電気工水課

より耐震診断結果が次のように報告され、安全性が確認されています。

その他、潮江地区は鏡川河口部に位置し、高知県が管理する（河川区域及び港湾区域）河川

堤防、護岸が整備されています。

潮江地区では、広域地盤変動と耐震化されていない堤防の沈下によって、津波による浸

水が長期間に及ぶことが想定されています。長期浸水に対する河川・海岸堤防の耐震補強

の取り組みについては、次ページの図をご参照ください。

鏡川工業用水道位置図（出典：高知県ホームページ）

● 耐震診断の方法

最新の指針である「水道施設耐震工法指針・解説 2009 版」（社団法人日本水道協会）に

基づき、実際の構造物を忠実に再現した3次元解析モデルを作成して、新たな想定の南海地

震に対する耐震性を確認するとともに、構造物の劣化や変状を確認するため、現地調査を実

施しました。なお、想定地震動は、新たな想定の南海地震（筆山配水池で考えられる最大級の

地震、レベル 2）としています。

● 結果

新現地調査の結果は，構造の強さに影響を与えるような、劣化や変状はなく、新たな想定

の南海地震に対して「安全」であることを確認しました。なお、トンネル（貯水槽）については、

硬い岩盤に築造されており、耐震性があると考えています。

（※ 高知県ホームページ「鏡川工業用水道筆山配水池の耐震診断結果について」より抜粋）

第 ７ 章 補足説明 ～潮江南地区のまちの概要～
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第 ７ 章

河川・海岸堤防耐震補強の取り組み（令和２年11月時点）

※レベル１では津波の侵入を防ぐ（防災）、レベル２では避難時間を稼ぐ（減災）を目指し整備
（出典：第22回高知県・高知市南海トラフ地震対策連携会議について（令和2年11月20日開催）参考資料）

潮江地区では、広域地盤変動と耐震化されていない堤防の沈下によって、津波による

浸水が長期間に及ぶことが想定されています。長期浸水に対する河川・海岸堤防の耐震

補強の取り組みについては、以下の図をご参照ください。

鏡川工業用水道の概要（出典：高知県ホームページ）

補足説明 ～潮江南小学校区のまちの概要～



本計画策定前に地区の現状や課題について情報収集するため、令和２年４月に、無作為抽

出された潮江南地区の住民１３００人及び、潮江南小学校にもご協力いただき保護者さんに

もアンケートを配布し、４４６名の方から回答をいただきました。

この資料は、アンケート結果のうち、防災についての質問部分を抜粋し、まとめたもので

す。

（アンケートは地域コミュニティに関する内容も含んでいました。地域コミュニティに関するア

ンケートの結果については、潮江南地域コミュニティ計画をご参照ください。）
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潮江南地域に関するアンケート

補足資料第 ８ 章

75



76

第 ８ 章 補足資料
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潮江南防災連合会
令和４年度作成


